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羽根田　侑樹

静岡市清水区大内669-7

424-0061

所　　在　　地

（記載上の注意）

　 １　「目標に関連する取組内容」は、３つ以上のゴールに関する取組を記載してください。

 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

１
本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

事業所・団体等又は
関連事業者等の名称

業　　　　　種

1 事業所

５

 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。

 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。

 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

４

機能的な身体づくりラボ　ZERO POSITIO

1 人

１１．教育、学習支援業

氏　　　　　名

職　　　　　名 代表

従業員（構成員）数

代表者　職・氏名

スポーツを通してノーボーダーなスポーツ交流イベント ・共通の言語となるスポーツを通して国境を越えたコミュ
ニティーをつくる

健康というコミュニケーションツールを通して、企業経営
者と従業員の健康への取組を向上させると共に、企業間の
懸け橋になるための導入。

・対象企業を増加させ、企業間のパートナーシップを拡大
させる。

子どもの成長過程で得られる神経発達に必要な運動や一般
の方々へ治療になる前に予防することで健康を維持できる
運動を提供。

・運動の機会をつくるサークルをスタート

運動指導者の育成事業 ・科学的根拠のある最先端の運動指導ができる運動指導者
を増やしていく

アップデートされる健康の情報を的確に選択できるための
健康教育を提供。

・健康教育のスクールをスタート

運動を通して人と人のコミュニティを老若男女問わず広げ
ている。

・スポーツによるイベントを定期的に開催する

ＳＤＧｓ宣言書

　私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

2022

ゴール これまでの取組内容

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

静岡に最先端の科学に基づくヘルスリテラシーの向上の大きな輪を定着する。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

健康に向けて予防の考え方をトップアスリートを始め、親子や高齢の方々へ年齢問わず普及している。

目標に関連する取組内容

2022

宣言日

年12月31日までの取組目標
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